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出版社・書店システムガイド特集 事例と活用

玄光社 出版社システム LEAD
●システム／日販コンピュータテクノロジイ㈱

株式会社玄光社 

所在地：〒 102-8716

東京都千代田区飯田橋 4-1-5 

tel： 03-3263-3511（総務部）　03-3263-3515（営業部） 

fax ： 03-3263-3830（総務部）　03-3263-3045（営業部） 

資本金：1500 万円   

代表取締役： 北原　浩

従業員：40 人

　玄光社は今年 3 月、それまでのオフコンシステムにかわって、パソ

コン版のシステム「出版社システム LEAD」を導入した。以前に比べる

と検索などの使い勝手が向上したほか、ランニングコストも低減するな

どの効果が出ているという。

20 年以上前にオフコン導入

　同社は 1955 年に創業。カメラ、写真、ビデ

オ、イラストなどの領域を専門に扱い、『コマー

シャル・フォト』など月刊誌 3 誌、隔月刊誌 2 誌、

そしてムックを年間 22 ～ 23 点刊行している。

　システムは 20 年以上前に、日販コンピュータ

テクノロジイ（NCT）のオフコン「システム 36」

を導入。その後、「AS400」にリプレースした。

他のシステムとの
データやり取り容易に

　「LEAD」を導入した理由について同社営

業部・細渕満営業課長は「総務・経理や広

告部門はすでにパソコンのシステムを使っ

ていたので、データのやり取りを容易にし

たいという方向性があった」と話す。

　また、分析などのためにデータを抽出す

る場合、ツールソフトを使っていたが、使

える人間が限られているといった問題も

あった。

　導入したのは、取次への納・返品、請求

業務などを行う「取次システム」、顧客か

らの直接注文を管理する「直販システム」、

そして雑誌の定期購読を管理する「定期シ

ステム」。

カスタマイズは最小限に

　オフコン時代はカスタマイズが多かったが、

「LEAD」導入にあたっては、カスタマイズは必要

最小限にして、パッケージをそのまま利用するこ

とにした。その結果、大き

なカスタマイズは、「直販

システム」にコンビニエンスストア収納代行を加

えた点のみにとどまった。

　カスタマイズを最小限にしたのは「費用の問題」

（細渕課長）だったというが、「オフコン時代にカ

スタマイズで追加した機能の多くが、『LEAD』で

はすでに入っていた」ということもあったという。

ランニングコストは 51％減少

　「LEAD」導入によって改善された点は、まずラ

ンニングコストの低減がある。オフコン時代の保

守管理費に比べると、51％下がったという。

　また、定期購読者などのマスタを検索する機能

が良くなったという効果もある。

　現在、同社で管理している定期購読者の数は

約 4500 人に達しているが、こうした定期購読者

から購読期間の確認や、入金期間の問い合わせな

どがあった場合、顧客マスタからその購読者を捜

し出して契約内容や伝票を確認しなければならな

い。

　「LEAD」では検索のための指示項目を電話番号、

住所、氏名の一部など増やしたことで、検索が容

易になったという。専門雑誌を発行している出版

社にとってこの定期購読の管理は極めて重要なだ

けに、この機能強化は大きいという。

物流業者との
連動がスムーズに

　さらに、物流業務を委託

している倉庫業者との連動

がスムーズになり、営業部

での伝票入力作業が不要に

なった。

　同社は今回のシステム切り替えに先立って在庫

管理や納返品業務の委託先を大村紙業にした。以

前は取次からの納・返品伝票を入力する作業は自

社で行っていたが、大村紙業では伝票入力の作業

も行っているため、大村紙業で入力したデータが

日々、オンラインで玄光社に送られてくるように

なった。大村紙業も NCT のシステムを使ってい

るため、データの連係を図りやすい。

　このことで、営業部での伝票入力作業が不要に

なり、「その分、他の業務に回せるようになった」

と細渕課長は効果を説明する。

将来は Web 受注との連動も

　システムは営業部員 6 人が各自のパソコンで

利用している。個人情報が含まれる顧客マスタの

更新作業を除けば、パスワードによる権限管理は

行っていない。「みられてまずい情報はないし、

営業部全員が使えるようにしたかったから」（細

渕課長）というのが理由だ。

　運用面では、サーバーの管理が総務部門に一元

化されたことで、営業部でバックアップをとると

日販コンピュータテクノロジイ／http://www.nct-inc.jp/

いった作業が無くなったというメリットもある。

　同社では出版物以外にも、カメラ用品、著作権

フリー BGM 集など用品類も販売しており、年内

にはデジタルカメラ自体の販売も開始する。これ

らの商品はほとんどが Web サイトからの注文だ

が、サイトも来年にはリニューアルを予定。将来

的には Web での会員登録データと、「直販シス

テム」の顧客データを一元管理することも考えて

いるという。

細渕満営業課長
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東京創元社 ホームページ
●サイト制作／㈱ディキューブ
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株式会社東京創元社

所在地：〒 162-0814　

東京都新宿区新小川町 1-5

tel	：	03-3268-8201（代表）

	 	 03-3268-8231（営業直通）

fax	：	03-3268-8230（営業直通）			

代表取締役：	長谷川晋一	

従業員：30人

　東京創元社は今年 4月 6日、「創元推理文庫」創刊 50 周年にあ

わせ同社サイト（http://www.tsogen.co.jp/）をリニューアルした。

使い勝手の向上や、別ドメインのWebマガジン『Webミステリー

ズ！』の幅広な展開など、ネット時代に対応したサイトとなった。

思った以上の提案を受け実現

　同社のサイトは、今回のリニューアルも担当し

たディキューブが 1999 年に制作し、2004 年に

もリニューアルしていたが、「5年経ってさすが

にデザインが古くなってきたこと、もっと細かい

作り込みをしていきたい」（小浜徹也編集次長）

と考え今回のリニューアルとなった。

　リニューアルのポイントのひとつが、カテゴラ

イズの細分化。同社のコンテンツは、ミステリー

や SF などの小説が 9割を占めることから、ユー

ザーに向けてより丁寧で趣味 ･嗜好にあった表示

を心がけるとともに、『文庫解説目録』のジャン

ル分けをサイトに反映することで、「将来的に目

録がなくなっても、サイトに十全な情報がある形

を目指した」（小浜次長）という。

　目録を補完するために、書籍の詳細項目に著者、

訳者だけでなく、デザイナーやイラストレーター

の名前も収録。さらに、管理画面と目録を連動し、

目録のメンテナンスができるなど、会社としての

データの集積が同時にできるところまで実現して

いる。

　制作にあたっては、カテゴライズの細部までデ

ィキューブ担当者が理解していたことで、「ディ

キューブさんからは、思った以上のプランを提案

していただいたので大変助かりました」と小浜編

集次長が話すようスムーズに進んだという。

　ページレイアウトは、トップページ左のカラム

で、ジャンル、レーベル双方から二重検索を可能

にしてタイトルを探しやすくした。

　上部スペースにフラッシュバナーを設け、自社

情報の広告効果も発揮するようにしたほか、今回、

書店向けに「書店様専用ページ」を作り、POP

などをダウンロードできるようにした。こちらは

よく利用されており好評だという。

　また、ディキューブからの提案で書影画像を大

きくしたほか、ユーザー利便を考え文字も 2ポ

イント大きくし、見やすさに配慮している。

アップロードは随時社内で

　イベントなどの情報提供には、これまでも力を

注いできたが、今回サイトにブログを導入し書き

込んだデータが自動アップロードされるシステム

を採用した。

　このため、コンテンツのアップロードを社内で

できるようになり、9割方の記事は随時情報の更

新が可能になったという。

　社内の 6、7人が仕事の延長線上で随時情報を

更新しているが、それまでのまとめたファイルを

FTP でアップロードするやり方より、体感的に作

業は随分と楽になったという。

　また、携帯電話サイトにも、データベース、ブ

ログの情報を自動的にアップするようにして、手

間を省きつつ随時更新できるようにした。

Webマガジンを独立メディアに

　もうひとつの大きなポイントが、サイトとは別

ドメインを取ることで独立した媒体とした『Web

ミステリーズ！』（http://www.webmysteries.jp/）。

これもブログ形式を採用したことで、社内で随時

更新ができる。

　内容的にはサイト内にあった読み物的な部分を

集約したものとなっているが、小浜次長はその狙

いを、「PR誌に代わるものとして、小説などを掲

載する媒体にしていきたい」と話す。

　また別ドメインとしたことで、他社提供品のプ

レゼントができるようになるなど、作家からの要

請や、外部との付き合いもやりやすくなるなど、

より幅広な展開が可能になった。

　今後は、冊子の『ミステリーズ !』と同程度の

読者獲得を目指して、コンテンツの充実を図って

いくという。

社内の反響は大きな収穫

　リニューアルについて、ユーザーもさることな

がら「社内からの反響が大きかった」という。営

業部門からトップページの本の紹介スペースに、

「新刊」だけでなく「注目の本」「一押しの本」な

ども掲載して欲しい、などの提案があり、意識向

上の面からも大きな収穫だった。

　今回のリニューアルを通して、「これは実現で

きないのだろうと思い込んでいたが、お願いす

ると不可能ということなく柔軟に対応していただ

き、アイデア面では助けていただくことが多かっ

た」と小浜次長は振り返るが、通常のWeb 制作

会社が出版業界の特殊性を理解するのに時間がか

かるのに対して、ディキューブが出版業界の事情

を理解していることが大きかったようで、おおむ

ね満足できるサイトのリニューアルとなった。

　またアクセス数はじわじわとした伸びていると

いうが、その点について小浜次長は「出版社サイ

トのアクセス数の伸びは、サイトの力だけでは限

度があり、商品の人気に左右されるので、アクセ

スの数ではなくコンバージョンを求める方向に進

むはず」とみている。

ディキューブ／ http://www.dcube.co.jp/

今後は、新技術・時代にあわせて対応

　今後については、「内容は時代にあったものと

なっておりリニューアルはあまりないのでは」と

話す小浜次長も、管理画面の使い方、セグメント

化は変わるとし、その周期について「5年に一度

ではなく、新しい機能が出てきたときにそれに対

応するなど、細かく調整を重ねていくことになる

のではないか」と考えている。

　そのうえで、「サイト単独でなく、あわせ技で

いろいろ考えていかなければいけないし、とにか

くやってみなければ」として、ツイッターの導入

や、直販に結びつけるキャンペーン、特集ページ

の増設や、それらのログ解析などにも取り組んで

いきたいとする。

　それに向けても、「ディキューブさんとは地に

足がついた会話ができるので、今後についてもパ

ラダイムシフトをもたらすようなビジョンの提言

をいただくことが可能な会社だと思っており、大

いに期待している」と話している。

書籍情報の充実と業務効率化を実現
Webマガジンは独自ドメインで幅広な展開も
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